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Abstract
Those infected with hepatitis B virus through mass preventive vaccinations by the Japanese government have faced a
various social disadvantages such as severe liver disease, losing job, decrease in income, unjust responses from medical
institutions. Beside these hardships, the problem of prejudice and discrimination toward the patients has been very se-
rious. Thus there are increasing needs for awareness raising and learning opportunities for people in general and espe-
cially for the youth. This paper examines learning effect of university students who have had no learning opportunity
on the matter of "understanding HBV patients" in the past. The examination method is the following. First, a lecture
on "Understanding HBV Patients" was given and a questionnaire survey (2014) was followed. Then, the students' de-
scriptive answers from the questionnaire were applied to the KJ Method' qualitative research method. As a result, the
followings were found. Though before the lecture, many of the students had very vague understanding of the matter
and had felt some psychological distance from the HBV patens, there was also enthusiasm for the practical use of the
knowledge in the future, especially in the field of social welfare works. After the lecture, the students' eyes were wide-
open on the social welfare issues such as prevention of infection, social exclusion, and the responsibility of the govern-
ment on damage of wide-spread infection. Their psychological distance from the patients was also shrunken. Therefore,
it became clear that with even one lecture on the matter of "understanding HBV patients," the students' awareness for
論 文
要旨





ている. そこで本稿では, HBV に関する既習経験が一
度もない大学生に対して, HBV 感染者理解の学習効果
を検討することを目的とした研究を行う. 研究方法は,
福祉系大学において ｢HBV 感染者理解｣ に関する講義
と質問紙調査 (2014) を行い, 回収したデータの中で学
習経験のない大学生の記述内容を対象として, KJ 法に





上のことから, ｢HBV感染者理解｣ 教育は, 1 回でも,
HBV 感染に関する理解や感染者への共感性を高める効





B 型肝炎はHBV (Hepatitis B Virus：B 型肝炎ウィ
ルス) の感染によって引き起こされる感染症で, 感染経
路は, 垂直感染 (母児間の感染Mother-To-Child Tra
nsmission：MTCT, 以後, 母子感染) および水平感染
(注射器具の連続使用や輸血, 性感染等) である (八橋
2006). HBV は, ヒトの未熟な肝細胞 (Oval Cell) の
みで増殖する為, 乳幼児期 (概ね 0～6 歳) に感染する
と持続感染者 (Carrier, 以後, キャリア)となり, うち







を設置し (2012), ｢国の体制や制度の枠組み, 具体的運
用等に課題があったことから, B 型肝炎訴訟にある B
型肝炎の感染拡大を引き起こした｣ とする報告書
(2013) をまとめた. 報告書によると, 日本では, 昭和
23 年～昭和 63 年の間, 集団予防接種等において注射器
具の連続使用が行われたことから, HBV 感染被害が拡
大したとされる. 同検証会議による HBV 感染被害者
(回答 1,311) を対象とした質問紙調査によると, 被害
者は重篤な肝疾患での長期入院や仕事の変更 (退職や配
置転換等) を余儀なくされ, 収入減少 (約 7割) や, 保





本法 (2009) では, 基本的施策の実施に当たっては,
｢肝炎患者の人権尊重・差別解消に配慮｣ すると明示さ
れている. また, 平成 24 年度の肝炎対策関連予算には,





はなく, 具体的な検証が必要である. また, ｢効果的｣
な ｢周知｣ は, ｢マスメディアを活用｣ するだけではな
く, 国民全体に対する学校教育の場においてこそ行われ
る必要がある. 検証会議の被害者調査を対象とした先行
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the matter and sympathy for the patients were remarkably raised. This paper thus concludes that there are now needs
for creation of real teaching materials, effective lectures, and also comparison research with other students who have
had learning opportunity on the matter in the past.
れる. 従って, 学校教育や社会教育, 地域での広報・啓














2014 年 4 月から 7 月にかけて, 福祉系大学において
｢HBV 感染者理解｣ をテーマとした講義を行い, その
うち 7月の講義において質問紙調査 (資料 1) を実施し






















われた》, 2 《講義テーマの理解があいまいだ》, 3 《健
康被害には四日市ぜんそくや水俣病も含まれると思う》,





法図解1 (図 1) の総タイトルは, 『漠としたテーマ・期













係ないと思っていた｣, ｢最初 B 型肝炎と聞いてもあま
り実感がわかなかった｣, ｢授業内容はＴＶでしか見たこ
とがなく分らないことが多い｣ など, 『B 肝についてよ
く知らない』 者が少なくない. また, ｢B 型肝炎につい
て良くわからないので詳しく知りたい｣, ｢ニュースで見
たが深くは知らないので知る事ができると思う｣ など,




























他者の労苦を, あたかも ｢理解した｣ かのように安易に
公言することの偽善性を告発している. むしろ傍らにい
て, 相手の ｢理解しがたい｣ 苦悩に思いを寄せることか




























的に, 1 《患者と交流する経験がなかった》, 2 《国の責
任は重大だ》, 3 《感染者理解の教育が必要だ》, 4 《感
染症の正確な知識を得た》, 5 《社会福祉実践を具体的
に学んだ》, 6 《福祉課題に積極的に取り組みたい》, 7
《学びを地域にどう生かすのか》の 7個の ｢島｣ に統合
された. これらの島を配置して完成したKJ法図解 (図































理解できた』 と評価している. 一方, ｢血液を自分で手
当てすると全く考えもしなかった｣, ｢カミソリやピアス













て, 『心の声を聞く支援が大切だ』 と感じている. また,
自己の環境を振り返って, ｢B 型肝炎患者がまわりにお











念に照らして, ｢人々の幸せを実現する 『ふくし』 を学
ぶ私たちは B 型肝炎に目を向けなければいけない｣,
｢この福祉大学からもっと B型肝炎を伝えたい｣ など,
『｢ふくし｣ を学ぶ学生だから B 肝にも取り組もう』 と
呼びかける. あわせて, 自己の経験を振り返って, ｢今
まで患者を遠巻きに見ていたがサポートしていくべき｣,
｢おじがB型肝炎, たくさん苦しんでいたのだと感じた｣
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と, 患者との距離が縮まった実感から, 『患者に近づき
理解したい』 と決意する. また, アンケート項目に確信
を持って, 『"強く思う"に答えられるほど詳しく知りた































本研究では, 福祉系大学において, ｢HBV 感染者理
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